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　本稿では、2年前のITUジャーナルの巻末言執筆後から現在まで続く

コロナ禍が標準化活動に与えた影響と将来の展望について書いてみた

いと思います。

　コロナ禍はリアル＆サイバーという視点でとらえると、世の中のリアル

の活動を強制的に停滞させ、サイバー上の活動を活性化させたと言えま

す。標準化活動では、従来の現地でのリアルの活動から一気にオンライ

ン会合というサイバー上の活動に変化したことが挙げられます。オンライ

ンの場合、費用と手軽さの面では大幅に手軽になったものの、オンライ

ン会合では1日3〜4時間程度の音声とプレゼン画面のみの参加が限界の

ため、従来の現地でのリアルの活動に比べて活動の量、質ともに希薄に

なったことが挙げられます。サイバーの世界はまだまだ発展途上なので、

今後、XR技術、AI技術等が進展するにつれてリアルの活動との差異が

狭まり、将来的にはサイバー上でリアルを超える心が通った活動ができ

るようになる日が来ることを期待します。このような将来を見据えると、

標準化のテーマもコロナ禍が加速させたリアル→リアルとサイバーの最

適な融合、という大きな社会変容への対応に必要な標準とは何かを考え

ることが重要になってくると思います。

　最後に、余談ながらコロナ禍が私自身の生活に与えた影響として、在

宅勤務による運動不足解消のために毎朝散歩するようになりました。毎

朝眺める茅ヶ崎海岸の写真を掲げます。

コロナ禍と標準化活動

三菱電機株式会社
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一般財団法人日本ITU協会創立50周年を迎えて

　1971年9月1日に創立された一般財団法人日本ITU協会は、ITUジャー
ナル2021年9月号発行日に、50周年を迎えます。
　50年前と言えば、ニクソン・ショックが発表された年であり、沖縄返
還協定が調印された年でもあります。それは昔なわけです。
　ここまで私共が歩んでこられたのも、皆様のお力添えのおかげです。
心より御礼申し上げます。皆様への感謝と、これからの発展への思い
を込め、50周年のスローガンを掲げました。
　「皆様と50年　次の50年へ！」
　− Towards next 50 years ! −
　本号は、50年を振り返り、これからへの思いを馳せるこのタイミン
グに発行する、創立50周年記念号です。ぜひご精読下さい。

7月11日撮影、サーファーで賑わう茅ヶ崎海岸
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